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―表紙写真由来―

【表紙写真講評】世界農業遺産「能登の里山里海」を代表する棚田「白米の千枚田」（石川県）
　能登半島は文字通り半分は島だ，だからこの半島の文化の特色
は「入りにくく出にくい趣をもつことにある」，と 60 余年前の「岩
波写真文庫」は言った。つまり変化を起こしにくいところだと。
半島の千枚田の写真を掲げてである。戦後からまだ時間が経って
いなかった時代の岩波写真文庫は，当時の日本の姿，風土，産業，
生業，生活を丸ごと観察した時代誌であり地理誌である。
　「千枚田のような棚田は労力ばかり多くかかり収穫は少なかっ
た。だから人々は食うだけ作って生活費は他の稼ぎであげようと
した。出稼ぎである」。それを変えたのが耕地整理や暗渠排水の
工事だ，そういう中で農業改良への意欲が高まったのだと。
　世界農業遺産にも指定されていまや有力な観光資源にもなって
いる日本の“原風景”だが，その始まりには膝までつかる湿田と

の格闘やすさんだ気持ちの経緯もあったのだと，あらためて教え
られた。美しい景観に浸った感動は時間の厚みによってもたらさ
れているのかもしれない，とも。
　「白米の千枚田」は石川県輪島市白米町にある棚田だ。昔なが
らの農法も守られ日本の農業の聖地ともいわれる。種もみから苗
を育てる日本古来の農法も復活させている。
　棚田は北海道を除けばほぼ全国いたるところにある。福井の越
前海岸，新潟の松之山，長野の小諸，富山の氷見など全国に点在
する。いたるところにあるということは，そこにつくらなければ
ならなかった険しい条件も物語る。それらをいま私たちが見飽き
ないのは，そこに膨大な時間が溜まっているのを感じるからだろう。
� （講評　東京造形大学名誉教授　柳本尚規）
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